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産業活力再生法改正案

鳩
船
群
専
門
家
が
企
業
間
仲
介

経
済
産
薯
は
、
今
国
会
に
提
出
す
る
産
業
活
力
再
蓮
改
正
案
と
ア
ジ
ア
拠
点
化
推
進
法
案
の
内
容
を
固
め
、
4
日
に
闘
い
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2月7日（平成23年）

た
民
主
覚
の
経
済
葉
部
門
会
議
に
慧
し
た
。
葉
活
力
再
簑
正
法
案
で
は
、
国
際
撃
力
嵩
め
る
産
薫
攣
事
業
継
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承
墓
誌
域
の
中
小
企
業
の
藁
贋
、
合
併
を
支
讐
る
。
特
に
地
域
中
小
企
業
の
撃
は
、
「
人
口
減
少
や
公
董
業
削

減
な
ど
に
よ
。
、
経
営
が
現
在
の
筋
の
ま
ま
で
は
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
（
経
琶
こ
と
か
ら
、
薫
の
引
き

継
ぎ
が
円
滑
に
進
む
よ
う
姦
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
引
き
撃
に
か
か
わ
る
金
撃
援
な
ど
の
措
嘗
詠
じ
る
。
ア
ジ

ア
警
化
推
進
法
案
は
、
グ
ロ
パ
ル
企
業
の
誘
致
に
董
ざ
ま
芽
ン
セ
ン
チ
ィ
ブ
（
優
遇
措
置
）
を
設
け
る
。
立
地
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
が
研
竃
発
讐
整
備
の
麗
投
讐
伴
う
場
合
は
、
建
設
産
業
の
雲
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
両
法
案

は
近
く
閣
議
決
定
し
、
国
会
に
提
出
す
る
。

2011年

両
法
案
は
、
予
算
関
連
・
税
制

改
正
関
連
法
秦
と
な
る
。
産
業
再

生
法
改
正
案
は
、
国
際
競
争
を
勝

ち
抜
く
た
め
に
、
民
間
主
導
の
戦

略
的
な
産
業
再
編
を
促
す
こ
と

や
、
地
域
中
小
企
業
が
統
合
な
ど

に
よ
っ
て
体
質
改
善
・
強
化
を
後

こ
れ
を
行
う
「
事
業
引
き
継
ぎ
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
を
設
け
、
専

門
家
を
配
置
す
る
。
セ
ン
タ
ー
は

企
業
間
の
伸
介
や
引
き
継
ぎ
契
約

の
成
立
に
向
け
た
支
援
を
す
る
。

ま
た
、
重
要
な
企
業
情
報
を
扱
う

る
ド
ニ
巨
）
書
三
、
一
毒
一
ミ
ニ
拡
牒
絹

民
間
主
導
の
産
業
再
編
で
は
、
㌦

国
際
競
争
力
強
化
を
目
指
し
た
事

業
統
合
を
迅
速
化
す
る
た
め
、
公

こ
と
に
な
る
た
め
、

押
し
す
る
こ
と
な
ど
が
狙
い
。

地
域
中
小
企
業
は
、
経
営
悪
化

が
予
想
さ
れ
て
も
、
雇
用
維
持
や

多
額
の
債
務
が
足
か
せ
と
な
っ
て

状
況
が
よ
り
悪
化
し
た
り
、
単
独

事
業
を
引
き
継
ぐ
企
業
が
経
営

資
源
活
用
計
画
を
作
成
し
、
都
道

府
県
の
認
定
を
受
け
る
と
、
普
通

保
険
や
無
担
保
保
険
の
別
枠
化
な

正
取
引
委
員
会
と
の
関
係
を
強
化

す
る
。
同
法
を
使
い
統
合
を
行
う

場
合
、
業
界
を
所
管
す
る
大
臣
に

公
取
委
と
の
協
議
を
義
務
付
け
、

合
併
審
査
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

た
り
、
情
報
を
提
供
す
る
仕
組
み

ア
ジ
ア
拠
点
化
推
進
法
案
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
ア
ジ
ア
本
社

や
研
究
開
発
拠
点
を
日
本
に
呼
び

込
む
こ
と
が
狙
い
。
主
務
大
臣
が

定
め
る
基
本
方
針
に
企
業
の
事
業

信
用
保
険
法
の
特
例
、
貸
付
割

、
が
困
難
な
ど
の
問
題
を
抱
え
る
。

ま
た
、
事
業
継
承
者
が
い
な
い
場

イ富

合
も
あ
る
。

こ
う
し
た
中
小
企
業
の
情
報
を

合
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
小
規
模

企
業
設
備
導
入
資
金
助
成
法
の
特

例
な
ど
の
金
融
支
援
が
あ
る
。
ま

た
、
引
き
継
ぎ
時
の
許
認
可
承
継

を
導
入
し
て
、
産
業
政
策
と
競
争

政
策
の
連
携
を
強
め
る
。

ま
た
、
完
全
子
会
社
化
の
手
続

き
を
簡
素
化
・
多
摩
借
に
憐

再
編
を
支
援
す
る
。
事
業
再
編
す

計
画
が
適
合
す
る
と
し
て
「
事
業

計
画
の
認
定
」
を
受
け
る
と
、
法

人
実
効
税
率
の
5
％
引
き
下
げ
と

あ
わ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
研

究
開
発
拠
点
の
法
人
実
効
税
率
を

2
8
・
5
％
に
す
る
。
2
0
％
の
所
得

控
除
も
5
年
間
認
め
る
。
特
許
料

の
軽
減
な
ど
も
あ
る
。
ま
た
、
拠
点

扇
立
地
も
補
助
金
で
支
援
す
る
。

る
企
業
に
対
し
て
は
、

そ
の
事
業

デ
ー
タ
ベ

の
手
続
き
も
簡
素
化
し
て
、
許
認

を
引
き
合
わ
せ
る
こ

る
。
具
体
的
に
は
、
4
7
都
道
府
県

に
あ
る
再
生
支
援
協
議
会
に
、
事

業
引
き
継
ぎ
支
援
業
務
を
追
加
、

可
承
継
を
円
滑
に
す
る
。

事
業
の
引
き
継
ぎ
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
技
術
や
人
材
を

有
効
活
用
、
地
域
経
済
を
支
え
る

地
域
中
小
企
業
の
強
化
に
つ
な
げ

に
必
要
と
な
る
低
利
で
長
期
の
資

金
を
供
給
す
る
「
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ

ロ
ー
ン
」
制
度
を
創
設
し
、
資
金

調
達
面
で
も
支
援
し
て
い
く
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
の
成
長
企
業

に
よ
る
新
事
業
展
開
の
支
援
措
置

も
講
じ
る
。
成
長
企
業
に
は
、
自

経
産
省
で
は
、
今
夏
を
め
ど
に

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
事
業
環
境
整

備
に
向
け
た
総
合
的
な
「
ア
ジ
ア

拠
点
化
・
対
日
直
接
投
資
促
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
仮
称
）
」
を
策
定
し
、

外
国
人
の
居
住
環
境
整
備
な
ど
に

取
り
組
む
。
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五
開
発
し
た
新
商
品
の
生
産
設
備

投
資
資
金
の
調
達
を
支
援
す
る
た

め
、
融
資
に
対
す
る
債
務
保
証
を


